


 三つのハートで構成された　”ハートフラワー”

紀文グループのコーポレート・マークは、

「革新する心、挑戦する心、夢のある心」を意図しています。



はじめに

株式会社紀文フレッシュシステム
採用担当一同

 　当社は、はんぺん、かまぼこをはじめとした食品を提供している紀文食品の物流と情

報の機能を担う子会社として誕生しました。創立２０年を迎える今日では、紀文グルー

プ以外のお客様の売上が６割を超え、多くの企業様に、物流サービスや情報サービスを

提供しています。

　 物流は、みなさんの暮らしに密接にかかわっているいます。人々が活動しているとき

も、眠りについているときも、モノは作られ、運ばれています。この物流のおかげで、

必要なモノをいつでも手に入れることができ、豊かな生活を営むことができるのです。

また、物流が支障なく機能しているのは情報システムがあるおかげです。

　 当社は、全体最適の視点で物流と情報のサービスを提供し、お客様のニーズに応え、

「お客様に安心して仕事を任せてもらえる会社」「変化に適応する企業力のある会社」

を目指しています。

　わたくしたちは「物流と情報」という業界に興味を持ち、意欲と向上心がある皆さん

と一緒に仕事をしていきたいと思っています。



「物流サービス関連職」 

物流サービスの提供で重要なことは、正確に、安心・安全な仕組みで効率

的に商品をお届けすることです。 

そのためには、精度の高い品質管理、ジャストインタイムを科学的に組み

立てた物流ネットワークが必要です。 

この仕組みを安定的に運用するには、高度な物流設計と伴に、在庫管理、

配送管理、作業管理等の現場コントロール、物流活動を評価・分析し行う

継続的な改善活動が不可欠です。

私達は、お客様に喜ばれる、「安心・安全」な物流提供することを通じ、

生活者の皆様の、豊かな食生活の実現に貢献したいと思っている方を求

めています。

学部・学科は問いません。 

 「情報サービス関連職」 

情報サービス部門では、お客様により最適なソリューション・システムの

開発・運用サービスをご提供しています。 

紀文グループ各社の基幹・物流システムの設計・開発、ネットワークの構

築・運用・監視、システムの運用メンテナンス等を行っています。 

また、一般企業のお客様に対して、流通サービス業、販売管理システムの

構築、ネットワークの運用維持管理サービス等、紀文グループのシステム

構築・運用で培った実績・ノウハウをもとに多様なソリューションを展開

しています。専門知識等は入社後に身に付けていただければ問題ありませ

ん。 

仕事に対し意欲を持って積極的に行動出来る方、人間関係を大切にする方

を求めます。 

学部・学科は問いません。

未来を支える皆さんを募集しています



初任給大学卒 

物流サービス関連職・情報サービス関連職 

２０３，５００円（２００７年実績） 

※住宅手当・職務手当含む

勤務地 東京、神奈川、千葉、岡山、大阪

勤務時間 ９：００～１８：００（基本労働時間）

福利厚生制度 各種社会保険,健保組合,厚生年金基金

施設 厚生年金基金提携の保養所,独身寮,社宅

休日休暇 完全週休２日、年末年始休日、年次有給休暇、慶弔有給休暇

昇給 年１回(４月) 

賞与 年２回

採用実績校 全国の国公私立大学

採用予定学部学科 学部・学科不問

採用予定数／実績      ２００９年(見)  ２００８年(予) 

大卒(物流事業)  6 3

大卒(情報事業) 5 2

教育研修制度 入社前研修、新入社員研修

1年次フォローアップ研修、初任管理職研修

職種別研修、通信教育など

職能資格制度

人
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人事制度
（ポイント制）

・職務遂行能力の基準
・昇格のルール
・昇格と昇給
・昇格とポイント

・目標人材像
・人材育成ルール
・能力開発支援の方法
・能力開発とポイント

・能力・業績等評価基準
・職群・職層別評価細目
・評価系統・評価要領
・評価とポイントの活用

・給与の体系
・昇給のルール
・職能給とポイント



　平和島センターでの仕分業務を経験し、仙台や盛岡で営業に

携わること１０年。５年前に再び平和島センターに戻り、現在

は百貨店共配の営業を担当しています。

　百貨店のケーキや和菓子といったスイーツ、お惣菜などの売

り場、つまり“デパ地下”で人気を集めるメーカーが主なお客

様です。弊社は、チルド輸送に特化し、全国９割超の百貨店様

をカバーする物流ネットワークを備えています。お客様には、

このインフラを効率的に活用して頂くように商談しています。

　チルド食品の物流では、全国各地・全業態に対応できるネッ

トワークを誇る弊社ですが、お客さまの要望にお応えできるこ

とと、お応えできないことがとあります。それを正直に伝え、

いかにお客様の要望に近づけるかが、腕の見せどころです。  

物流サービス関連

神谷　智武
（かみや　ともたけ）

農業経済学部卒
東京営業部
営業企画課 課長

メーカー様との信頼関係で

　　　　　                        百貨店へいらっしゃる

　　　　　　　　                                          　　お客様の喜びを増やしたい!!



　物流現場での仕分け担当を経て、現在は、共配のお届先様であ

る、百貨店、ショッピングモール、スーパーなどを対象とした営

業をしています。共配とは、さまざまなメーカー様から商品をお

預かりし、そのなかから同じ届け先の商品をまとめ、コストを下

げる仕組みです。

　自社便では配送をまかなえないメーカー様に向けて、宅配便以

下の値段で商品をお届けできる仕組みを提案しています。

　電話で商品配送の受注をしたら、その商品が完全に納品され、

お客様に納得していただけるまで見届けるのが仕事の流れです。

　これからは、お客様のニーズに合わせるだけではなく、弊社の

仕組みで運べる商品を探し、お客様を増やしていくのが課題です。

小塚　崇史
（こづか　たかし）

流通情報学部卒
東京営業部
共配センター

 
お客さまに納得していただく、

　　　　　　　                                            お客様を増やすことが課題!!



  チームリーダーとして、家庭用品メーカーのお客様を担当し、

要件を満たしたwebアプリケーションシステムの仕様決定、設計

から開発、納品までを請け負っています。

　システム開発といっても、お客さまへの提案やチームの円滑な

運用を行うのも業務のひとつです。

　現在のプロジェクトは４名体制。プロジェクトの内容に応じて

人員配置をしたり、技術教育をしたり、メンバーをまとめるのが

チームリーダーの役割です。

　新しい技術を導入し、全体を見渡せるプロの視点から提案をし、

質の高いシステムを開発・提供をすることで、お客さまに喜んで

頂くことを目指しています。 

情報サービス関連

奥野 博之
（おくの ひろゆき）

法学部卒
第一ソリューションサービス部
開発サービス課
チームリーダー

 
全体を見渡せるプロの視点で、
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お客様に喜んで頂きたい!!



採用の流れ

まずは、エントリーから!!

会社説明会等のご連絡をいたします。

会社説明会

最終面接

試験・面接

エントリー

内　定

採用連絡先 【本社】
〒143-6591
東京都大田区平和島6-1-1
東京流通センター センタービル8F
担当／採用担当 高田・森
TEL／03-3767-3211 FAX／03-3767-3200



■会社概要 (平成22年6月18日現在)

名 称  ／株式会社 紀文フレッシュシステム

本 社 所 在 地  ／〒143‐6591 東京都大田区平和島六丁目１番１号 TEL.03‐3767‐3211 FAX.03‐3767‐3200

設 立 年 月 日  ／1984(昭和59年)2月3日

代 表 者  ／代表取締役社長　志氣　透

社 員 数  ／374名（2010年3月末）

資 本 金  ／3億3200万円

売 上 高  ／182億6004万円 (2010年3月期）

事 業 内 容  ／●物流業務 　 ●情報システム業務

  　1.チルド食品をはじめとする共同配送   　 1.システムインテグレーション及びシステム開発の受託

　  2.３ＰＬ事業の開発と運営受託  　  2.システム運用・保守及び監視業務受託

  　3.物流センター代行業務受託

  　4.百貨店納品代行業務受託

 　 5.流通加工業務受託

主 要 取 引 先  ／●物流事業 　 ●情報事業

　　尾家産業株式会社     花王カスタマーマーケティング株式会社

　　株式会社栗駒ファーム     全国農業協同組合連合会（ＪＡ全農）

　　株式会社銀座コージーコーナー 　　株式会社電通国際情報サービス

　　株式会社サラダクラブ 　　富士通エフ・アイ・ピー株式会社

　　株式会社サンラヴィアン 　　株式会社菱化システム

　　株式会社セブンイレブン・ジャパン 　　NTTデータ東京SMS株式会社

　　全国農業協同組合連合会（ＪＡ全農）

　　株式会社大丸

　　株式会社高島屋

　　東洋水産株式会社

　　日清商事株式会社

　　株式会社日立物流

　　三井物産株式会社

　　株式会社三越

　　株式会社モスフードサービス

　　株式会社菱食 ※紀文グループを除く50音順 

■紀文グループ
企 業 数  ／国内　9社　海外　5社（5ヵ国）

売 上 高  ／（連結）１０４５億円 （2009年3月期）

従 業 員 数  ／（連結）３，０９８名　 （2009年3月末）

主 要 国 内 企 業  ／株式会社紀文食品：魚肉加工食品、農畜産加工食品等の製造・販売

   株式会社紀文本店：百貨店等における、魚肉加工食品・惣菜の対面販売

   株式会社紀文産業：食品・関連分野において、独自チャネルでサービスを提供

   株式会社北食　　：珍味食品の製造・加工・販売

   株式会社豊珠興産：リース、保険代理、米菓販売、外食事業、広告・販売促進企画

   海洋食品株式会社：沖縄地区における、魚肉・農畜加工食品・デザート等の製造販売

   株式会社キッチンデリカ：コンビニエンスストア向け惣菜の製造

海 外 企 業  ／Kibun Foods（U.S.A.）,Inc.（アメリカ）

   Kibun （Thailand） Co.,Ltd.（タイ）

   Kibun Foods Singapore Pte.,Ltd.（シンガポール）

   Kibun Hong Kong Co., Ltd.（香港）

   Yilin Kibun Corporation.（台湾）



■事業所
東日本物流統括部  札幌センター 北海道札幌市西区八軒九条西９－１－５５

 恵庭センター 北海道恵庭市戸磯２０１－１４

 仙台センタ－ 宮城県仙台市宮城野区扇町１-８-５

 成田センタ－ 千葉県印旛郡栄町矢口神明２－１－１

 横浜センタ－ 神奈川県横浜市戸塚区秋葉町５０４－１

 船橋センター 千葉県船橋市高瀬町４４

東京統括部  平和島センター 東京都大田区平和島６－１－１ 

 茜浜センター 千葉県習志野市茜浜１－１０－１

 西浦センター 千葉県習志野市西浦３－６－２

西日本物流統括部  静岡センタ－ 静岡県島田市大柳２９７－１

 北陸センタ－ 石川県白山市上二口町１６６－１

 名古屋センタ－ 愛知県小牧市南外山字道上123 

 関西センタ－ 大阪府高槻市西面北１－７－１ 

 尼崎センター 兵庫県尼崎市西向島２３１－２

 岡山センタ－ 岡山県総社市井尻野７００番地

 広島センタ－ 広島県広島市西区草津港２－８－７

 坂出センター 香川県坂出市林田町字番屋前４２８５－２１３

 鳥栖センター 佐賀県鳥栖市姫方町字百々田1607番

情報統括部  （日の出） 東京都港区海岸２－１－７

 （日本橋） 東京都中央区日本橋馬喰町１－１４－５

■沿　　革
1972年(昭和47年) 9月  業界に先がけ㈱紀文(現在の 株式会社 紀文食品)の新物流センターとして東京流通センター

 (大田区平和島)内に2000坪の低温流通システムを完成､チルド物流全国網の拠点がスタートする。

1977年(昭和52年) 10月  1969年に㈱紀文が受発注業務にコンピューターを導入し､ステップアップを図ってきたが､

 この機能を多目的に事業展開する為に分社独立。株式会社 インターナショナル･コンピューター

 ･システムズ(ＩＣＳ)を設立する。

1984年(昭和59年) 2月  株式会社 紀文フレッシュサプライを設立｡セブン･イレブン千葉地区配送センター業務を受託｡

 船橋市高瀬町にセブン･イレブン船橋センターとして営業開始｡

9月  ㈱紀文の物流事業部全般を受託｡チルド物流の本格営業を開始する｡

1988年(昭和63年) 11月  ＩＣＳを㈱紀文システム開発と改め､コンピューター業務拡大に向け新たなスタートを切る。

1992年(平成 4年)  新物流ネットワークシステム稼動｡

1993年(平成 5年) 1月  ㈱紀文システム開発と㈱紀文フレッシュサプライが合併し､㈱紀文フレッシュシステムが誕生｡

 情報から物流までをトータルに捕え､お客様のご要望に対応したジャストインタイムをシステム

 として完成させた､トータル物流企業として新たにスタートする｡

1999年(平成11年) 4月  北海道札幌市に、札幌センター開設。

 北海道から九州まで全国に営業拠点を設置。チルド物流事業網が完成する｡

2002年(平成14年) 12月  岩手県北上市に、北上センターを開設。

2003年(平成15年) 8月  香川県坂出市に、坂出センターを開設。

2004年(平成16年) 3月  キッコーマン株式会社と紀文食品グループとの資本・業務提携。

2006年(平成18年) 6月  広島県広島市に、新広島センター移転開設。

10月  大阪府高槻市に、新関西センター移転開設。

2007年(平成19年) 2月  東京流通センター　センタービルに、本社を移転。

3月  千葉県習志野市に、茜浜センターを開設。

3月  紀文食品の西日本の供給拠点、岡山総社工場完成。

 新岡山センターを岡山総社工場内に移転開設。

2008年(平成20年) 5月  千葉県習志野市に、西浦センターを開設。

6月  佐賀県鳥栖市に、新鳥栖センターを移転開設。

6月  兵庫県尼崎市に、尼崎センターを開設。


